
別紙様式（第６条関係）

三重県環境保全・地球温暖化対策推進委員会開催記録

開催日時 平成２２年１月２９日（金） １０：００～１０：２０

場 所 本庁舎３階プレゼンテーションルーム

出 席 者 知事、副知事、教育長、企業庁長、病院事業庁長、警察本部長（代理）、各部長

審議項目内容

【報告事項】

１ 平成 21 年度 ISO14001 内部環境監査実績報告について

２ 平成 21 年度三重県庁 ISO14001 環境目標等の実績について

３ 三重県電力調達に係る環境配慮方針について

審議経過

１ 平成21年度ISO14001内部環境監査実績報告について

○事務局（人材政策室）から報告。

・監査結果については一部指摘事項があったが、組織全体としては概ね適切に維持さ

れていることが確認された。

・p.2 に参考として内部環境監査結果の経緯を示したが、指摘事項は年々減少してき

ている。

・別紙１（p.3）に部局別の指摘、推奨、提案事項の件数と推奨事項のうち特に工夫

がみられるものを示している。

・なお、指摘事項についてはすべて是正済みであることを確認している。

・全庁の対応（別紙２（p.5,6））については、各部局に周知した。

２ 平成21年度三重県庁ISO14001環境目標の達成状況について

○事務局（人材政策室）から報告。

【実績等】

・ごみについては、昨年度同時期から減少し、年度目標に対しても５割弱であった。

ごみは下半期に増加する傾向があるため、年度目標の達成に向けて引き続き削減努力

をお願いする。

・コピー用紙については、年度目標に対して約５割だが、昨年度同時期と比較して約

２割増加している。特に印刷物では昨年度から３割増加しており、衆議院選挙にかか

る印刷物の増加などの影響と考えられるが、下半期には事業進捗に伴う外注印刷の増

加が予想されるため、発注時に必要量の精査を行うなどの配慮を行っていただきた

い。

・電気は前年度の同時期と比較すると減少しているが、年度目標の５割を超えている

ので、このまま推移すると目標未達成となることが懸念される。さらなる節電に努め

ていただくようお願いする。

・公用車燃料は、年度目標の５割を下回っているが、エコドライブの実践などによる

削減につなげていきたい。

・各所属の独自目標の進捗状況については８割以上が予定どおり進捗している。

・今後の取組については、上半期実績が年度目標の５割を超えている、あるいは前年

度から大きく増加している部局においては、その原因を把握し、対策を行っていただ

きたい。

３ 三重県電力調達に係る環境配慮方針について

○事務局（地球温暖化対策室）から報告。

・環境配慮型電力入札について、国の方針（「国及び独立行政法人等における温室効

果ガス等の排出の削減に配慮した契約推進に関する基本指針」）及び、愛知県、名古

屋市等の先行事例を参考に検討を進め、三重県電力調達に係る環境配慮方針（p.16,17）



をまとめた。

・評価方法としては、二酸化炭素排出係数、未利用エネルギーの活用状況、新エネル

ギーの導入状況で評価（点数化）し、一定点数以上の事業者に落札資格を認める。な

お、グリーン電力証書の購入状況、環境マネジメントシステムの導入状況を評価する

加点項目を設けている。

・事業者から提出された「電力調達契約評価項目報告書」を環境森林部で審査し、提

出事業者と入札実施部局に対して結果を通知する。入札にあたっては、入札説明書に

落札資格として「三重県電力調達に係る環境配慮方針」に基づく有資格者であること

を明記する。

・平成 22 年度からこの方針に基づき入札を実施していく予定で、6 月に実施される

県庁の電力入札から順次適用していく。

○質疑応答（議題３について） ※議題１、２については無し

(Q)電力入札はこの制度によって大きく様変わりするのか。

(A)資格審査の際に評価を行うという制度であり、入札自体は大きくは変わりませ

ん。

(Q)火力発電のみの事業者は落札が難しくなるのか。

(A)他の事業者と比べて評価点が下がることになります。

(Q)落札資格さえあれば、あとは価格競争になるのか。

(A)そうです。

(Q)県内に電力供給事業者はどれくらいあるのか。

(A)中部電力、関西電力のほか民間５事業者があり、計７事業者です。

(Q)一番クリーンなエネルギー事業者を選ぶ訳ではないのか。

(A)はい。入札は価格競争なので、一番クリーンなエネルギー事業者が落札できな

いこともあり得ます。

【知事の指示事項】

・内部環境監査の結果については、指摘の件数が今年は６件、昨年度も一桁であった

ということで、多くの所属でしっかり取り組まれていると感じている。資料の推奨事

項一覧にある四日市県民センターの事例は、外部審査においても審査員に大変お褒め

いただいた。

こうした推奨事項とされた事例については、他でも取り組めることがあると思うの

で、積極的に活用し、職員の環境活動の活性化につなげてもらいたい。

・上半期の結果については、おおむね良いということだと思う。しかし、電気使用量

とコピー用紙使用量については、年度目標の５割を上回っているので、年度末に目標

未達成となることが懸念される。

衆議院選挙、新型インフルエンザ対策、緊急経済対策等々、コピー使用量が増えて

いる部局は理由もあると思う。しかしながら、日ごろから資源を無駄にしないという

意識で職務にあたり、目標達成にむけて努力するように。

審議結果

１ 平成21年度ISO14001内部環境監査実績報告について

内容について了解。

２ 平成21年度三重県庁ISO14001環境目標の達成状況について

内容について了解。

３ 三重県電力調達に係る環境配慮方針について

内容について了解。



対応・処理

○知事の指示事項について、総括環境推進員を通じ、職員への周知徹底を図る。


